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目 的

阻噂すると副交感神経系の働 きによ り唾液,胃液,腸

液などの消化液 の分泌がなされると同時に,交感神経系

の働きにより心拍数,動脈血圧が増加す る1)｡阻噂に伴 う

自律神経系の反応は,食物が嚇下される以前に開始 され

ることから,阻噂に ともな う種々の刺激がきっかけにな

ると考えられる｡その主 な刺激のひとつに口腔領域の機

械的刺激があ り,歯根膜,阻噂筋筋紡錘などの固有感覚

受容器を興奮させる｡本研究は, これ ら口腔領域の固有

感覚情報が副腎髄質の機能に及ぼす影響について調べた

ものである0本研究では,副腎カテコールア ミンの分泌

調節を行っている交感神経線維の活動を記録 し,副腎髄

質放能の指標 とした｡

方 法

実験にはウィスク一系雄性 ラットを用いたo動物をウ

レタンで麻酔 し,左側副腎を支配する交感神経線維束を

周囲組織から剥離 し遠心性放電活動を導出した｡ 口腔領

域への刺激は以下のように行 った｡ 1)上顎切歯舌面に

対して強さ300gfでの持続圧刺激,および毎秒2回の頻度

で反復圧刺激を与 えた｡ 2)大脳皮質を電気刺激 して誘

発した阻噂運動様の リズ ミカルな下顎運動中に,上下切

歯間で木片をテス ト試料 として瞭合させた｡ 3)歯根膜

からの感覚情報を遮断す る目的で,上顎神経および下歯

槽神経を両側切断した動物で 2)の実験 と同様 に,誘発

した リズ ミカルな下顎運動中に木片を校合 させた｡ 4)

リズミカルな下顎運動中に,上下顎の歯を接触 させずに

筋紡錘からの感覚情報を増加 させるために,下顎を牽引

した｡以上の実験において, 口腔領域への刺激前の副腎

神経活動の放電頻度を コン トロール (100%)として,刺

結 果

1)持続圧刺激により副腎交感神経活動は刺激開始か

ら3.5秒後に最大118%に増加したが, コントロールに比

べ有意な変化ではなかった (図 1a)0-万,反復圧刺激

では,刺激開始から3.0秒後に神経活動は有意 に増加 し,

4.0秒後 に最大 (135%,P<0.05)となった (図 1b)O

2)大脳皮質電気刺激 によ り誘発された リズ ミカルな下

顎運動中は歯の接触は認め られず,副腎交感神経活動に

は明らかな変化は生じなか った｡木片を校合させると副

腎交感神経活動は圧刺激を行ったときよりも増加し,そ

の増加は木片校合開始 から4.5秒後に最大 とな り(156%,

P<0.05),木片を瞭合 させている間有意な増加が認めら

れた(図2a,b)｡木片を撤去すると神経活動 は校合前のレ
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b.反復圧刺激
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図 1 歯への圧刺激が副腎交感神経活動に及ぼす影響｡持続

圧刺激(a)では神経活動に有為な増加は生じなかった｡

一方,反復圧刺激(b)では刺激開始3.0秒後から有為な

増加が見られた｡
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木片の攻合
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図2 切歯問での木片の校合が副腎交感神経活動に及ぼす影

響O木片を校合させると神経活動は増加し,最大でコソ

トロールに対し156%になった｡

ベルまで徐々に戻った｡ 3)あらかじめ上顎神経および

下歯槽神経を切断した動物では,木片を瞭合させても副

腎交感神経活動に明らかな変化は認められなかった (図

3)04)下顎を牽引して筋紡錘からの感覚情報を増加さ

せても,副腎神経活動に明らかな変化は認められなかっ

た (図4)0

考 察

歯への圧刺激および木片の瞭合による実験から,歯-

の機械的刺激は副腎交感神経活動を増加させることが明

らかとなったO実際の阻噂時に生じるような刺激の強さ

(ラットは換食時に切歯で平均約400gfの壁合力を生じ

るといわれる),および感覚情報の時間的加重効果が生じ

るようなリズ ミカルな刺激が副腎交感神経活動の増加に

重要であることが示酸される｡上顎神経および下歯槽神

経を切断した動物では,木片を瞭合させても副腎交感神

経活動に影響を及ぼさないことから, この神経活動の増

加には歯根膜塵紙受容器からの感覚情報が重要であると

言える.一万, 1)ズ ミカルな下顎運動中に下顎を牽引し

ても副腎交感神経活動に対 し明らかな変化を生じなかっ

たことは,筋紡錘感覚情報の増加は副腎交感神経活動に

影響 しないことを示すO

歯根膜や筋紡錘以外にも,瞭合や阻噂運動によって口

腔粘膜,顎関節,膜などからも感覚情報が生じ得る｡す

なわも,上顎神経および下歯槽神経を切断した動物に木

片を瞭合させた実験,あるいは下顎を牽引した実験では
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図3 上顎神経および下歯槽神経切断後の切歯問での木片の

校合が副腎交感神経活動に及ぼす影響｡木片を唆合さ

せても神経活動には明らかな変化は認められなかっ

た ｡
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図4 下顎の牽引が副腎交感神経活動に及ぼす影響｡下顎の

牽引により瞭筋活動の増加が生じるが副腎神経活動に

は明らかな変化が見られなかった｡

これらの受容器は刺激を受ける｡しかし,両実験におい

ては,副腎交感神経活動には明らかな変化が認められな

かった｡以上より,歯根膜以外の受容器が副腎交感神経

活動に影響を与えるとは考えられない｡

結 論

歯根膜からの感覚情報は副腎交感神経活動を増加させ

る｡この効果により,実際の阻噂時には副腎髄質機能が

調節を うけると考えられる｡
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